
血液グループ   

 

所属メンバー 

・金田  眞 （助教、平成 5年卒） 

・長  祐子 （医員、平成 2年卒） 

・佐藤 智信 （生化学医化学分野助教、平成 9年卒） 

・市川 瑞穂 （大学院生、平成 12 年卒） 

・大島淳二郎 （大学院生、平成 12 年卒） 

・稲本  潤 （大学院生、平成 13 年卒） 

 

 

 

外来患者数     

1642 人/年 

  月曜：長 祐子 

  木曜＆金曜：金田 眞 

 

入院患者数      

62 人/年 

初発患者の疾患  

 H13  H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21 

ALL  10  9  7  10  9  9  8  5  10 

AML  2  5  4  4  6  3  1  2  1 

悪性リンパ腫  2  2  1  0  1  1  2  1  4 

再生不良性貧血  3  3  0  3  2  2  2  0  1 

神経芽腫  1  4  5  5  5  4  3  5  8 

Wilms腫瘍  1  2  1  3  1  2  1  0  0 

横紋筋肉腫  1  1  1  0  0  0  1  1  2 

肝芽腫  1  0  0  1  0  1  0  0  2 

網膜芽細胞腫  0  0  0  0  0  0  4  2  1 

PNET  3  0  0  0  0  1  0  0  1 

LCH  1  0  0  1  0  3  3  2  3 

脳腫瘍  0  0  0  0  0  0  4  1  3 

Donor  5  6  1  2  3  4  2  7  1 

 

その他 H21 年度は、ITP3 例、TAM1 例、RTK1 例、奇形腫 3例、検査など 6例 



その他の特色ある診療内容  

造血幹細胞移植  

 H13  H14  H15  H16 H17  H18  H19  H20  H21 

AlloBMT(unrelated)  5  3  4  3  5  4  0  1  1 

Allo BMT(related)  5  5  1  2  4  4  2  7  1 

Allo PBSCT  0  1  0  0  0  0  0  0  0 

CBSCT  3  1  4  11  7  11  4  1  0 

Auto BMT  0  0  1  0  1  1  0  0  0 

Auto PBSCT  0  3  0  0  0  0  2  3  4 

 

研究内容 

造血幹細胞移植の合併症と予後  

小児腫瘍性疾患における抗生剤・抗真菌剤の有効性の検討など  

小児白血病予後予測因子としての尿中リン、尿中尿酸排泄量の検討 

小児の固形腫瘍の原因遺伝子に関する遺伝学的・エピジェネティクな解析 
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講演 

 

1. 大島淳二郎、藤原由以子、笠井文生、春田雅之、金子安比古、大喜多肇、新井康仁:  

Wilms 腫瘍の 7 番染色体短腕における責任領域と２つの候補がん抑制遺伝子に関する解

析. 月曜集談会、2009/5/18 

 

 

社会貢献 

 

・金田 眞  

研究会  

小児白血病研究会(JACLS)(運営委員)  

委員会  

日本小児白血病リンパ腫研究グループ(JPLSG) JMML委員会委員  

小児白血病研究会(JACLS) ALL小委員会委員  

その他  

北海道血液同好会監事  

北海道小児血液研究会幹事  

北海道小児がん研究会幹事  

北海道血友病研究会幹事  

 

 


